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楽しかつたネ こどもaつどい
11月 13日、14日の両日、総合体育館で、第6回「こどものつどい」がありました。昨年まで、

港まつりと同時開催していた「こどものつどい」と、育成会連合会が実施していたこども会フェ

スティバルがドッキング、実行委員会加盟の各種団体がそれぞれアイデアを出して企画した、ビ

ッグイベントになりました。

13日は育成会連合会による子ども会フェスティバルで、ミニ運動会などが行われ、14日は、伝

承工芸、ウルトラクイズ、大声大会、鉛筆積み競争などのチャレンジランキング、将棋大会、消

防自動車試乗、バザー、金魚すくい、ポンポン菓子など多彩な企画が体育館と同駐車場全体で繰

り広げられました。
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▲こども将棋大会・ 白熱の決勝戦

‐

青 少年保 護 育成 巡 回活 動

キ ャラバ ン隊が来庁
11月 15日 (月 )、 県民会議と県青少年対策課によるキャ

ラバン隊が苅田町役場を訪れました。

町長、教育長、町民会議の役員が出迎え、県民会議役

員より町長に対 し、総務庁長官からのメッセージが手渡

されました。また、青少年保護育成の活動状況について

活発な意見交換が行われました。
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場所……向山公園グラウン ド

※くわしくは、「広報かんだ」で後日、お知らせし

ます。

第 4

来春 1月 23日 (日)開催予定

凧揚げカーニバル を
あ

よ
う
〃
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作
ろ
う
″

親
子
凧
作
り
教
室

参
加
者
募
集

●
日
時

●
場
所

１２
月
１１
日
０

午
前
９
時
～

南
原
小
学
校

体
育
館

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
凧
の
サ
ー
ク
ル

「北
九
州
鳥
凧
愛
好
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
素
敵

な
凧
の
作
り
方
を
伝
授
し
て
く
れ
ま
す
。
作
り

方
は
簡
単
で
す
。

作

っ
た
凧
は
来
春
の
凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ル
で
、

さ

っ
そ
う
と
場
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

●
募
集
人
員
　
百
名

（定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
）

●
材
料
費
　
無
　
料

●
持

っ
て
く
る
も
の
　
カ
ッ
タ
ー
、　
ハ
サ
ミ
、

定
規

（３０

ｍ
程
度
）
、
鉛
筆
。

●
申
込
先
　
町
民
会
議
事
務
局

（ａ
４
３
４

１
１
１
１
１
内
線
３
９
０
）
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（人
数
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
な
ど
）

※
小
学
３
年
生
以
下
は
で
き
る
だ
け
親
子
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
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司城祐美さん(与原小)のポスターが

2年連続で県教委冊子の表紙に
このほど、福岡県教育委員会が発行した冊子「ふく

おかの青少年育成
一
学校外活動事例集」の表紙を、

与原小の司城祐美さんの作品が飾 りました。司城さん

は、平成 4年度青少年の健全ポスター募集で、昨年度

に引き続き県教育委員会賞を受賞。昨年も「ふくおか

の青少年
一
市町村活動事例」の表紙を飾っています。

、
「
Ｊ

3

ヽ_

く藝ン

L

蠅
橿
聾
日
■
■
Ｊ

¬

「



ヽ
日）
守

／
し
、

毎月第 3日曜日は「家庭の日」となっていますが、「家庭の日」は

どうして決められたのですか。また、「オアシス運動」とは、どんな

運動なのでしょうか。

A
「家庭の日」や「オアシス運動」は、社団法人福岡県青少年育成

県民会議が、みなさんと一緒になって推し進めている県民運動です。

◎「家庭の日」

皆さんの回りを見てみましょう。

どこの家庭も、また家庭のどなたでも、それぞれに忙しい毎日

を送られていますね。

そのために、油断すると家庭内でも、暖かい心の結びつきが、

薄れてきそうです。

そこで、月に一度でもいいから、家族みんなでスポーツを楽し

んだり、庭の草むしりに汗を流 したり、あるいは、語らいの時間

を持ったらいいな、という願いから、そんな日にするために、毎

月第 3日 曜日が「家庭の日」と決められました。

※あまり構えないで、出来ることから実I:表 しましょう。

◎オアシス運動

私たちの社会生活にとって、大切な 4つのあいさつ

オ……オハヨウゴザイマス

ア……アリガ トウゴザイマス

シ……シツレイシマシタ

ス……・スミマセンデシタ

を、みんながすすんで交わし合うことによって、少しでも明るい

世の中にしていこう、という運動です。

※いつでも、どこでも、だれにでも。

みんなでやろう「オアシス運動」

築いていますか

暖かな家庭
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日曜日は

家庭の日

悩んでいないで

気軽にダイヤル

変

'436-
青少年教育相談室
(三原文化会館内 )
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教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
と

「青
少
年
教
育
相
談

室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

勉
強
や
進
路
、
友
達
、
家
庭
や
親

子
関
係
、
子
ど
も
の
変
化
、
し
つ
け

な
ど
の
問
題
解
決

へ
の
手
助
け
の
た

め
に
、
ま
ず
は
気
軽
に
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
●
相
談
日
時
　
毎
週
月

・
水

。
本

・

金
曜
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

※
相
談
は
電
話
相
談
、
面
接
相
談
の

ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。
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青少年相談Q&A
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